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 国境を越える「I, YOU, WE」 

「I, YOU, WE」Beyond Borders. 

 

キャロル・サック（日本福音ルーテル社団） 

 Carol Sack（Japan Evangelical Lutheran Association） 

For me, it was a great and unexpected honor to be invited to play the Celtic harp 

and sing for the students of Tonicho Elementary and Junior High Schools in 2011, 

2012, 2013.  The idea behind this music was to offer each child a quiet time to 

reflect, and hopefully to find hope, after having experienced the devastating event 

so 3-11. When I was preparing to visit for the third time in 2013, my heart was 

filled with gratitude and respect for these students who allowed me, a foreigner, 

into their lives at such a time. I have not experience the kind of event that they 

had. So I was humbled to be with them. I wanted to find some way to show them 

my respect and gratitude, but what could I give them? Then, the idea of writing a 

song came to me, and in only a few minutes “I, YOU, WE” was born, in melody and 

in words. It felt as though “I” was not writing it at all, it felt like a gift given, but 

it expressed in a simple way the deep truth was stirring within me: that ALL 

humans are children of God, equally precious. True, we have many surface 

differences such as skin, hair and eye color, food preferences, clothing, customs, 

history, etc. But as human beings, we are all brothers and sisters in the same 

human family. 

 

So in 2013, at the end of my harp playing, I sang this song. I expected it would be 

sung only once, but to my surprise it was suggested that this song be written into 

a musical score and taught for the students to sing themselves. Several generous 

persons helped to make this happen. The elementary students sang it in chorus 

the next year, and this past December, I was able to sing it together with all of the 

students, who joined me in the English chorus. 

 

When I was singing the chorus with the students this past December, I was filled 

with joy, to realize that this simple message of unity and mutual respect, is the 

message that is so terribly needed in this day and age: This is a message of “WE,”  

NOT of “YOU” versus “I.”  



 

Since 2013, I feel our world has become more and more deeply embedded into the 

concept of “YOU” versus “I.” Nowadays we hear a lot of talk about “ME FIRST,” 

“MY COUNTRY FIRST.” We hear about “BUILDING WALLS,” keeping hurting 

people OUT. These plans might seem to be a good and practical solution in the 

short term, but I am sure that in the end, they are much more costly, much more 

destructive and dangerous, and I fear for our current world tendency. This closed-

mindedness can only result in greatness of sorrow, even tragedy. We must not 

listen to the seductive voice of ethnocentricity!! Now more than ever, I feel we need 

the simple message: “But we are friends, yes we are friends, friends in the human 

family.” 

 

Takadate San kindly introduced me to Mr. Sakaguchi, interviewer for NHK’s 「明日へのこと

ば」 radio program. In that interview, I mentioned this song.  A woman from Kyushu happened 

to hear the program, and invited me to sing it at a charity concert in Fukuoka in July. This 

woman 馬場菊代 has started an organization that supports children in the impoverished and 

tiny African country of Guinnea-Bissau. (http://ngofukuoka.net/member/hope/) In July, I 

will sing this song again for this event, composing a special verse for the children of 

Guinea-Bissau.  

 

So, what began as a simple song inspired by the courage and resilience of the students 

of Tonicho, is now reaching much further in the world. And, I pray that it will continue 

to be “sung” through the good efforts of people like Baba San and Takadate San, who 

see all people of the world as equally valuable. 

 

There is no enemy as frighteningly dangerous as a closed, self-centered heart. And there 

is no greater weapon than an open, loving, receiving heart.  

“So we are family, yes, we are family. Together in the human family.” 

http://ngofukuoka.net/member/hope/


国境を越える「I, YOU, WE」 

 

キャロル・サック（日本福音ルーテル社団） 

翻訳： 矢部 香 

 

2011 年、2012 年、2013 年と 3 年にわたり、唐丹小学校・唐丹中学校の生徒たちにアイリッシュ・

ハープと歌の演奏をお届けできたことは、私にとって大変思いがけなく、そして光栄な出来事でし

た。この音楽活動の背景には、３．１１という壊滅的な大災害を経験した子供たち一人ひとりに自

分と向き合う静かなひとときを持っていただき、何らかの希望を見いだしてほしいという願いがあ

りました。 

 

2013 年に 3 度目の訪問の準備をしている時、大変な時期に私のような外国人を迎え入れてくれた

生徒たちへの感謝と尊敬の気持ちでいっぱいになりました。私自身は、子供たちが乗り越えてきた

ような経験をしていないのです。そんな私を受け入れて頂けたことを申し訳なく思いました。私は、

感謝と尊敬の気持ちを何か形にして示したくなりました。「でも、私にいったい何ができるだろう？」

すると、歌を作るというアイデアが浮かんできて、数分のうちに「I, YOU, WE（私、あなた、私

たち）」のメロディーと歌詞が生まれたのです。それはまるで、「私」が書いているのではなく、天

から降りてきた贈り物のようでした。私の中に湧き上がってきた真理が、シンプルに表現されたも

のになりました。「すべての人間は神様の子供であり、等しく大切な存在である。」人間にはたくさ

んの表面的な違いがあります。肌や髪や目の色、食べ物の好み、衣服、習慣、歴史など…。 しか

しながら、同じ地球上の人類として、私たちはみんな兄弟・姉妹なのです。 

 

こうして 2013 年のハープ演奏の最後に、私はこの曲をみんなの前で歌いました。一回限りの演奏

のつもりでしたが、驚いたことに、楽譜にして生徒たちが歌えるようにしてはどうかとのご提案を

頂きました。数人の方々のご厚意とご尽力のおかげでそれが実現し、翌年に小学生が合唱してくれ

ました。そして昨年の 12 月、全校生徒と一緒に、私は英語でこの曲を歌うことができたのです。 

 

昨年 12 月に生徒たちと一緒に歌いなが

ら、私は喜びに包まれていました。そし

て、この歌にある調和と相互尊重のシン

プルなメッセージが、この時代に本当に

必要とされているものであると実感し

ました。「あなた」対「私」ではなく、「私

たち」というメッセージです。 

 

2013 年以降、世界では「あなた」対「私」

という概念がどんどん根深くなってい

ます。最近は、「ミー・ファースト（自分

第一）」、「自国第一」という主張が頻繁に

語られています。「壁を築く」ことで人々

を排除しようという意見もよく耳にし



ます。このような方策は、短期的には効果のある実質的な解決策のように見受けられますが、最終

的には高い代償を払うことになる破壊的で危険なものだと思います。昨今の世界的な傾向には、脅

威を覚えます。偏狭な心は、大きな悲しみや悲劇をも生み出します。自民族中心主義の誘惑的な声

に耳を貸すべきではありません！ かつてないほど、この歌のシンプルなメッセージが必要とされ

ている時代なのだと感じます。「でも、私たちは友だちなんだ。そう、みんな友だちなんだ。同じ

人間に生まれた友だちなんだ。」 

 

高舘さんより、ＮＨＫラジオ番組「明日へのことば」のインタビュアーである坂口さんをご紹介賜

りました。坂口さんのインタビューの中で、私はこの曲についてお話をしました。番組を聴かれた

九州在住の女性から、7 月に福岡で開催されるチャリティーコンサートで歌ってほしいとのご依頼

を戴きました。馬場菊代さんとおっしゃる方で、貧困に苦しむアフリカの小国ギニアビサウの子供

たちの支援団体を設立されています。（http://ngofukuoka.net/member/hope/） ７月には、ギニア

ビサウの子供たちのための特別な 1 節を加えて、この曲を歌いたいと思っています。 

 

唐丹町の生徒たちの勇気と活力に感銘をうけて誕生したこの小さな曲が、その世界を広げようとし

ています。世界中のすべての人々が等しく大切な存在だと考える、馬場さんや高舘さんのような

方々の誠意ある取り組みを通して、この曲が歌い継がれていきますようにと祈念しております。 

 

了見の狭い自己中心的な心ほど、恐ろしくて危険な敵はありません。そして、偏見のない愛に満ち

た受容の心ほど強い武器はないのです。 

 

「だから、私たちは家族なんだ。そう、みんな家族なんだ。人類という家族の一員なんだ。」 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

キャロル・サック(Carol Sack) 

アメリカ福音ルーテル教会(ELCA)の宣教師として 1982 年に来日。2000－2002 年、モンタナ州ミズーラにあ

る「安らぎの杯プロジェクト」(Chalice of Repose Project School of Music Thanatology)にて音楽によ

る死の看取りを学び、音楽死生学の分野で資格認定を受けて日本に戻る。2006 年、日本福音ルーテル社団

(JELA)が主催し、音楽死生学に独自の要素を加えて発展させた 2 年間の研修講座「リラ・プレカリア(祈り

のたて琴)」を立ち上げ、終末期にある人だけではなく、心身の苦難にある人びとにもハープと歌による生

きた祈りを届けるボランティアの養成に励んでいる。現在第 6期を開講中。修了生は、病院やホスピス、老

人ホーム等で活動している。 

 

Carol Sack has been a missionary of the Evangelical Lutheran Church in America to Japan since 1982. 

She studied at the Chalice of Repose School of Music-Thanatology in Missoula, Montana from 2000-2002, 

receiving certification. From 2006, through the request and support of the Japan Evangelical Lutheran 

Association, she pioneered Lyra Precaria, a pastoral adaptation of music-thanatology. Lyra Precaria 

trains dedicated volunteers to offer pastoral harp- prayerful presence through voice and harp- not only 

to those who are dying, but to anyone suffering in body, mind or spirit. Volunteers who have completed 

the intensive two-year program are serving in hospices, hospitals and nursing homes in the Tokyo 

metropolitan and other areas of Japan. 

http://ngofukuoka.net/member/hope/


唐丹希望基金 DVD 巡回鑑賞 2017 

 

唐丹希望基金支援者 49 名（北コース 25 名、南コース 24 名）に DVD、2 枚を巡回致します。DVD が

送られましたら、お知り合いの方に回して鑑賞して頂いてください。 

 

お願いと留意事項 

・巡回時の送料の負担をお願いします。 

・鑑賞後は同封の巡回名簿の順番を守って、次の方へ送ってください。 

・DVD 鑑賞希望者を 2017 年 12 月まで継続募集。希望者は事務局高舘まで申し込んでください。 

・DVD のコピーは自由ですが、YOUTUBE への投稿を禁じます。 

 理由…①の音源は、著作権侵害になります。（NHK の著作権） 

    ②は YOUTUBE に投稿中。 

・「ブックレット」を 1部同封しました。音声と合わせてお読みください。 

・ブックレットを今後の活動の為 1000 部印刷しました。希望者には事務局から送りますので申し

込んでください。唐丹希望支援者の拡大にご協力をお願いします。無料配布。 

 

鑑賞方法 

・パソコンとテレビデッキの両方で鑑賞することができます。 

・DVD はいくつかのカテゴリーに分けて編集してあります。 

・見たいカテゴリーを選択して、パソコンで鑑賞する場合はマウスで操作、テレビ 

の場合はリモコンで操作して見たいカテゴリーを決定して鑑賞してください。 

 

◆DVD2 枚の内容 

①2016 年 3 月 3 日放送 NHK ラジオ深夜便：明日への言葉「世界へ広がれ鎮魂の歌」の音声に 2011

年から 2015 年に撮った写真を挿入して唐丹希望基金の活動報告に編集。鑑賞時間 45 分。 

②「鎮魂の歌」演奏を YOUTUBE に投稿して登録した中から 14 曲を編集。演奏時間 74 分。 

https://www.youtube.com/watch?v=XAN_P97ieag 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=XAN_P97ieag


◆2 月 10 日、2 コースに分かれ DVD 巡回鑑賞

が始まりました。 

 

2017 年唐丹 DVD 巡回鑑賞 北コース 

1．唐丹中学校（岩手県釜石市） 

2．唐丹小学校（  〃   ） 

3．河東 真澄（  〃   ） 

4．内川 利久（  〃   ） 

5．下村 惠寿（  〃   ） 

6．下村 達志（  〃   ） 

7．千葉 隆男（  〃   ） 

8．太田代 政男（岩手県盛岡市） 

9．庄子 春治（岩手県盛岡市） 

10．阿部 静子（岩手県盛岡市） 

11．赤沢 典子（岩手県盛岡市） 

12．藤沢 拓子（岩手県盛岡市） 

13．北田 光子（岩手県盛岡市） 

14．阿部 麻美（岩手県盛岡市） 

15．後藤 義治（北海道札幌市） 

16．伊藤 富美子（群馬県高崎市） 

17．右原 君江（東京都江東区） 

18．島田 弥生（東京都杉並区） 

19．菊池 範子（東京都西東京市） 

20．山川 節子（東京都足立区） 

21．吉田 愛理（東京都豊島区） 

22．小山 武衛士（神奈川県厚木市） 

23．宮城 英子（群馬県館林市） 

24．内山 武（群馬県前橋市） 

25．千田 あかね（石川県羽咋市） 

 

 

 

2017 年唐丹 DVD 巡回鑑賞 南コース  

1．山田 義（愛知県豊明市） 

2．伊藤 順子（愛知県岩倉市） 

3．牧野 三男（神奈川県横浜市） 

4．嶋沢 純子（京都市中京区） 

5・キャロル・サック（東京都三鷹市） 

6．山田 香（東京都練馬区） 

7．堀 泰雄（群馬県前橋市） 

8．高橋 則子（東京都荒川区） 

9・中澤 礼子（  〃  ）  

10．内山 順夫（  〃  ）   

11．相田 弥生（神奈川県逗子市） 

12．今井 幸子（神奈川県横浜市） 

13．高木 健一（神奈川県中郡） 

14．土屋 博・富美子（横浜市保土ケ谷区） 

15．町田 浩子（東京都東村山市） 

16．内藤 恵子（愛知県半田市） 

17．道城 義子（滋賀県近江八幡市） 

18．清水 博子（京都府城陽市） 

19．荒井 敏允（岡山県岡山市） 

20．島津 泰子（岡山県瀬戸内市） 

21．深見 寿賀子（福岡県福津市） 

22．宇田 賢吉（広島県福山市）   

23．木谷 奉子（徳島県鳴門市） 

24．林 周行（大阪府枚方市） 

 

 



[ 東日本大震災 2011・3・11 ]を歌い継ぐ 

♪♪♪♪・・・「鎮魂の歌」を歌おう・・・♪♪♪♪ 

             作 詞 千葉 隆男   作 曲 太田代 政男 

―参加登録募集（２０２０年まで）― 

登録 Mail-Address : tchieko@cocoa.ocn.ne.jp 

登録 50,000 人達成に向かって 

【2016 年 登 録 者 一 覧】 

参加者 50,000 人目標！ 

参加者 11,115 名  

毎月末に更新予定 

(2017・2・28 現在)  

 

2 月 14 日（火） 嶋沢 純子（京都アンサンブルコスモス代表） 

２月１１日(土) 前日の雪で開催を危ぶんでおりましたが、１３名のお客様と３名の演奏者 

スタッフ一名の１７名で鎮魂の歌を合唱しました。登録をお願いします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

・日本語 http://eec-2020.com/tinkon/5manninhukyujapan.pdf 

・英語版 http://eec-2020.com/tinkon/5manninhukyuenglish.pdf 

 

☆「鎮魂の歌」オーケストラ演奏 

https://www.youtube.com/watch?v=68h4iDi-_fU&feature=youtu.be 

☆「鎮魂の歌」オーケストラバージョン楽譜 

 http://eec-2020.com/tinkon/gakuhu.pdf 

 

☆ [ 楽 譜 ] 「鎮魂の歌」日本語版  （.pdf requiem-japanese へのリンク）   

   「鎮魂の歌」エスペラント版 (.pdf reqiuem-esperanto へのリンク） 

    「鎮魂の歌」二部合唱譜   （.pdf requiem-japanese-two-parts へのリンク） 

「鎮魂の歌」ピアノ伴奏付き楽譜(.pdf requiem000 へのリンク) 

 

☆ 初音ミクが歌う「鎮魂の歌」 

日本語版 http://youtu.be/9inykwxk_CU  (YouTube) 

エスペラント版 http://youtu.be/07MY6_22nww  (YouTube) 

 

mailto:tchieko@cocoa.ocn.ne.jp
http://eec-2020.com/tinkon/5manninhukyujapan.pdf
http://eec-2020.com/tinkon/5manninhukyuenglish.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=68h4iDi-_fU&feature=youtu.be
http://eec-2020.com/tinkon/gakuhu.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-japanese.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-esperanto.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-japanese-two-parts.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem000.pdf
http://youtu.be/9inykwxk_CU
http://youtu.be/07MY6_22nww


 

☆ 登録と共に「鎮魂の歌」演奏者から届いた動画（2012 年 10 月以降の資料から） 

☆｢鎮魂の歌｣オカリナ演奏：庄子春治  http://www.youtube.com/watch?v=_HpD_xHfmeA 

☆サカイカラオケ教室｢鎮魂の歌｣：酒井清雄  http://www.youtube.com/watch?v=SFvrPS5eslY 

☆｢鎮魂の歌｣カラオケ版：酒井清雄  http://www.youtube.com/watch?v=TXYGr7Fj38A 
☆｢鎮魂の歌｣大正琴演奏：カナダ、Mary Hirtzel  http://youtu.be/XNQ0t4XHei8 
☆京都から“鎮魂の歌”届けます：嶋澤純子  http://www.youtube.com/watch?v=r5avvAVG0IE 

 2013 年 3月 9 日演奏：http://www.youtube.com/watch?v=S3w7w5zvjv0 

  2013 年 4 月 13日演奏：http://www.youtube.com/watch?v=NN7DIQJCuxA 
☆｢鎮魂の歌｣2012 年 2 月～3 月のリレー演奏：牧野三男  http://youtu.be/I8lVEFlzInE 

・男声合唱団コールＭ鎮魂の祈りコンサート  http://www.youtube.com/watch?v=DNXZl8OuNGc 

☆USA ミシガン州フリモント Community choir：http://www.youtube.com/watch?v=EPbmruiX3H8 

☆メリー・ハーツエル（カナダ在住）：英語歌詞版譜 .pdf requiem_english_music2013_4_22 

☆第 2回山岸ルツ子東日本大震災チャリテイーコンサート（会場：カナダ バンクーバー クライスト・

チ  

ャーチ大聖堂）http://www.youtube.com/watch?v=BLHrQIYoKnY&feature=youtu.be 

☆東日本大震災復興支援コンサート「 想い出を彩る心の歌」平塚中央公民館大ホール（代表：岩崎由紀子）   

http://youtu.be/GhgS8bQ8Nn4 

☆【GUMI】東日本大震災犠牲者に捧げる「鎮魂の歌」: https://www.youtube.com/watch?v=9IDmSeWG8Rc 

☆男声合唱団コールＭ第３５回定期演奏会 指揮：太田代政男東日本大震災犠牲者に捧げる「鎮魂の歌」  

昭和 8年三陸大津波「復興の歌」http://www.youtube.com/watch?v=ifeCThRq-Is 

☆Megpoid English による「鎮魂の歌（エスペラント）」：ROKMSAI http://youtu.be/ubFqipTIFrg 

☆[GUMI] "Rekviemo" al la viktimoj de la Granda Tertremo en la Orienta Japanio  

  http://www.nicovideo.jp/watch/sm21232471 

☆ 歌ソロサロン、第 2 回お披露目会：２０１３年８月２日 会場：Mount Olivet Lutheran Church， North Vancouver  

歌：トニー古森・トランペット：前田卓哉・ピアノ：前田多枝 

http://www.youtube.com/watch?v=wa79Tf9lyFw  

☆3 月 16 日に城陽市で開催されました“大正琴の祭典”での鎮魂の歌の模様をお送りいたします。 

http://www.youtube.com/watch?v=cKR4HcLtFyo 

☆アンサンブルコスモス -鎮魂の歌-2014/11/8 

https://www.youtube.com/watch?v=HgtwAoaDnUc 

☆アンサンブルコスモス -鎮魂の歌-2014/12/13 

https://www.youtube.com/watch?v=ohC6RnnTvG4 

☆「鎮魂の歌」釜石市唐丹町盛岩寺演奏、横浜演奏 牧野 三男 2015 年 7 月 28 日  

・http://youtu.be/vfiqSJchsdQ（盛岩寺演奏） 

・http://youtu.be/yjWkdUVgTUU（横浜エスペラント会：日本語） 

・http://youtu.be/axlOC60IiZk（横浜エスペラント会：エスペラント語） 

・3曲まとめたものは 

http://esperas.info/index.php?QBlog-20150727-2 に載せました。 

☆「鎮魂の歌」Esperanto 版  “Rekviemo”   

指揮：牧野三男 演奏：ハマロンド歌唱グループ 

https://youtu.be/FYy_khGt_Xk 

☆京都 歌声コスモス「鎮魂の歌」（2016 年 4 月 8 日） 

KinkoMusicSchool ： https://www.youtube.com/user/KinkoMusicSchool 

http://www.youtube.com/watch?v=_HpD_xHfmeA
http://www.youtube.com/watch?v=SFvrPS5eslY
http://www.youtube.com/watch?v=TXYGr7Fj38A
http://youtu.be/XNQ0t4XHei8
http://www.youtube.com/watch?v=r5avvAVG0IE
http://www.youtube.com/watch?v=S3w7w5zvjv0
http://www.youtube.com/watch?v=NN7DIQJCuxA
http://youtu.be/I8lVEFlzInE
http://www.youtube.com/watch?v=DNXZl8OuNGc
http://www.youtube.com/watch?v=EPbmruiX3H8
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem_english_music2013_4_22.pdf
http://www.youtube.com/watch?v=BLHrQIYoKnY&feature=youtu.be
http://youtu.be/GhgS8bQ8Nn4
https://www.youtube.com/watch?v=9IDmSeWG8Rc
http://www.youtube.com/watch?v=ifeCThRq-Is
http://youtu.be/ubFqipTIFrg
http://www.nicovideo.jp/watch/sm21232471
http://www.youtube.com/watch?v=wa79Tf9lyFw
http://www.youtube.com/watch?v=cKR4HcLtFyo
https://www.youtube.com/watch?v=HgtwAoaDnUc
https://www.youtube.com/watch?v=ohC6RnnTvG4
http://youtu.be/vfiqSJchsdQ
http://youtu.be/yjWkdUVgTUU
http://youtu.be/axlOC60IiZk
http://esperas.info/index.php?QBlog-20150727-2
https://youtu.be/FYy_khGt_Xk
https://www.youtube.com/user/KinkoMusicSchool
https://www.youtube.com/user/KinkoMusicSchool


☆コカリナ鳰の会「鎮魂の歌」 道城 義子：滋賀県近江八幡市 （2016 年 5 月 31 日） 

https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI 

☆エスペラントで歌う日本の歌 第 102 回日本エスペラント大会（仙台）分科会より 指揮：牧野三男（2016 年 6 月 10 日） 

https://youtu.be/1axfoXiuBtA 

☆キャロル・サック：唐丹の子供達へ歌のプレゼント “I, You, We ”（2016 年 7 月 7 日） 

https://www.youtube.com/watch?v=GWBlO7Lgrt8&feature=youtu.be 

☆盛岡市長善寺仏教婦人会「鎮魂の歌」 製作 群馬県新生会 柳沢智弘（2016 年 8 月 29 日公開） 

https://www.youtube.com/watch?v=zT1VfUrRe-4&feature=youtu.be 

☆世界へ広がれ「鎮魂の歌」  製作 群馬県新生会 柳沢智弘（2016 年 9 月 5 日公開） 

「鎮魂の歌」プロローグ  https://youtu.be/xFzdo7Ur3Ig 

「鎮魂の歌」エンドロール  https://youtu.be/zJUlmScNkGI 

「鎮魂の歌」リレー映像 14 曲  https://youtu.be/XAN_P97ieag 

☆「鎮魂の歌」オーケストラバージョン （アレンジャー：三輪景章）（2016 年 10 月 26 日公開） 

 https://www.youtube.com/watch?v=68h4iDi-_fU&feature=youtu.be 

☆備前交流会「鎮魂の歌」（2016 年 10 月 28 日公開） 

 https://youtu.be/EgR04TMw8S0 

 

 

東日本大震災に思いを重ねる歌シリーズ 

作詞:堀泰雄  作曲:山田哲夫 歌:前橋女声合唱団 

1、「唐丹の海から世界へ」"De la maro de Tooni al la tuta mondo" 

https://www.youtube.com/watch?v=oCf_c7okiQU 

2、「私はもう泣かない」https://www.youtube.com/watch?v=DrvpbbhFcBE 

3、「希望の飲むヨーグルト」https://www.youtube.com/watch?v=PKnMcP0hNyU 

4、「一生懸命私は生きる」https://www.youtube.com/watch?v=MM0PYDXwztQ 

5、4曲公開版のリンク：https://www.youtube.com/channel/UCGdxMHtOaBmdTXUZMMCUkKg 
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